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 経済交流                                                

１．在デトロイト総領事館 岸守総領事が着任 

１２月１０日、在デトロイト日本国総領事館に岸守総領事

が着任され、17 日にはホイットマー州知事と面会のためラ

ンシング市を初訪問されました。面会では、ミシガン州の日

本の自動車メーカーの状況や、ミシガン州を訪れる日本人

観光客の促進、就職やインターンシップの機会となる日本

語プログラムの促進などに話が及んだそうです。 

ホイットマー州知事の今後の日本訪問は未定ですが、

2025 年は大阪・関西万博が開催、さらに東京で日米中西

部会の開催が予定されており、姉妹県州である滋賀県への

訪問も含め、総領事と州知事が一緒に訪問できたら素晴ら

しいという話になったそうです。 

 州知事との面会後、総領事はミシガン州経済開発公社担

当者とも話し合いの場を持たれ、駐在員も参加させてもら

いました。経済開発公社が実施するインターンシップ促進の

ための企業向け補助金事業について話題になったのですが、駐在員が州内の滋賀県にゆかりのある日本企業

を訪問する際、こういった州政府の事業が知られていないと感じることがあります。経済開発公社担当者や、総

領事館職員のチームとも連携し、滋賀県にゆかりのある企業への情報面でのサポートも進めていきたいと考え

ています。 

12 月 20 日在デトロイト日本国総領事館 Facebook より 
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 観光交流                                               

１．サマーキャンプ in 滋賀 全米で販売開始！ 

米国の大手日系旅行会社 IACE TRAVEL がアメ

リカ在住の子ども向け青少年交流プログラム（サマー

キャンプ）を販売しており、滋賀県を舞台にしたプログ

ラムの実施に向けて２０２０年から連携が進められてき

ました。昨年および今年は、ついに販売されたにもかか

わらず、最低催行人数に満たず催行見送りとなりまし

た。 

２０２５年に予定されているプログラムは、びわこビジ

ターズビューローの協力を得て調整が進められ、11 月

に全米で販売が開始されました。駐在員は、3 度目の

正直を目指し、州内の関係者や学校などの団体に周知を依頼するなど、広報に力を入れているところです。 

 

プログラムの内容は、観光はもちろん、琵琶湖を舞台にした自然体験や小学校の訪問など盛りだくさんなもの

となっており、彦根市のミシガン州立大学連合日本センター（ミシガン州内の 15 の州立大学に通う学生が留学

して日本語を学んでいる施設）の訪問も予定されています。ミシガン州内の小中学生の皆さんが滋賀県に日本

語が学べる施設があることを知り、将来、ミシガン州立大学連合日本センターのプログラムで滋賀県に戻ってき

てくれるということがあるかもしれません。 

 

【サマーキャンプ概要】 

・募集対象 : アメリカ在住の小学 5 年生から中学 3 年生（使用言語は日本語か英語。日本人も参加可能）。 

・募集定員 : 最小 6 名、最大２０名程度。 

・日   程 : 202４年６月 3０日～7 月 10 日（滋賀県滞在は 7 月 2 日～8 日） 

・内   容 : 忍術村や彦根城などの観光、小学校訪問（授業・給食体験等）、自然体験（環境学習・カヌー体験

等）、比叡山延暦寺での座禅体験、農家民泊 and more! 

 

◆詳しい行程は IACE TRAVEL HP へ https://www.iace-asia.com/summercamp-lakebiwa 

 

 

 

 

 

 

                                 

https://www.iace-asia.com/summercamp-lakebiwa


- 3 - 

 

 ミシガントピック等                                                      

１ 新年に向けて 

駐在員は、ミシガン州経済開発公社だけでなく、ミシガン州教育局からもワーキングスペースを提供いただい

ています。駐在員制度は 1989 年より始まり、現在 25 代目となりますが、歴代の駐在員の先輩方はこの教育局

のオフィスを主に使われてきたため、過去のファイルや姉妹協定締結時の貴重な資料などはこちらに保管されて

います。 

 年末を迎え、大切なファイルや資料を整頓するとともに、古くなって使えなくなったパンフレット等の処分を行い

ました。ちょうど駐在員のデスクは教育長の執務室に近く、行き来する人も多いため、整頓の際に発掘した信楽

焼や写真集などを使って魅力発信スペースをつくりました。同僚から話しかけられることも増えた気がします。 

こちらでは年末の大掃除の習慣はないようですが、先輩駐在員の皆さんの功績を振り返りつつ、気持ちよく

新年を迎えたいと思います。 
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